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①Ａ区SD-208灰ブロック検出状況 ②Ａ区SD-301貯水施設部分（東から）

増

噂誌

③Ａ区SK-402遺物出土状況（東から）④Ａ区作業風景（北西から）

写真2699802調査（文京遺跡18次）Ａ区出土遣構

東西約20ｍにわたり、砂篠層の一部を断ち割り、トレ

ンチ調査を行った所、磨滅をほとんど受けていない状

況で弥生土器がまとまって出土した。しかし、掘削面

が、グラウンド面からすでに３ｍ以上に達しており、

安全面を考え途中でやむなく調査を終了した。

（田崎。三吉）

③微高地上の遺構

一方、調査区の南半部分の微高地上と谷部への落ち

際のⅣ層上面では､掘立柱建物(SB-573～583)､溝(SD

-405)、土壌(SK-401～404.406～408)、柱穴および小

穴（SP-409.455～462.464～469.471～484.486～572.

584～600）を検出した（図52、写真25-②)。

出土遺物と埋土から、掘立柱建物でもＳB-479.575°

581は古代から中世､他は弥生時代～古墳時代の高床式

倉庫と考えられる。弥生時代から古墳時代の掘市柱建

物は、ほぼ東西を向き計画的に配置されている状況が

窺える。

また、SK-401～403.404は弥生時代中期後葉、SK

-406o407は中世の土壌である。SK-402では、弥生時代

中期後葉～後期初頭の土器などが廃棄された状態で出

土した（写真26-③)。掘立柱建物以外に、土塘は少な

く、竪穴式住居跡もみられないことから、本調査区周

辺は弥生時代の文京遺跡の大集落の中でも、高床式倉

庫が集まった区域であったと考えられる。



［掘立柱建物］

SB-573DS-41区で検出したSP-455.457では、直

径22cmほどの立柱痕跡を確認でき、南側の調査区外へ

のびる梁間１間(1.9ｍ)の掘立柱建物を推定する。SP

-455の柱の底には肩平な花南岩が敷かれている。

SB-574DS-41区で検出したSP-456.462では、直

径18～20cmほどの立柱痕跡を確認できた。南側の調査

区外へのびる梁間１問（2.6ｍ）の掘立柱建物と考えら

れる。

SB-575SP-464.459.460.461.465から構成され

る梁間２問（4.65ｍ)×桁行２間以上（3.4ｍ以上）の

掘立柱建物である。梁間の中央に位置するSP-459は、

他と比べてかなり浅い｡SP-464の柱痕跡は直径28cm、

SP-461では24cmを測るが､他の柱穴では柱痕跡は確認

できていない。ＳP-461.464.465の底面には肩平な花

淘岩が敷かれていた。SP-464からは古墳時代後期の須

恵器、SP-460からは古代～中世の土師器の破片が出

土。

SB-576DS～DU-41区で確認した掘立柱建物。ＳＰ

-467.471.472.566から構成される梁間１間以上（3.1

ｍ以上)×桁行４間十α（6.35ｍ）と推定される比較的

大型の建物である。いずれも柱痕跡は検出されなかっ

たが、SP-472では底面に扇平な花南岩が敷かれてい

た。

ＳＢ－５７７ＤＵ･DV-41区に位置する。SP-474･476.

478.479.480.571から構成される梁間１間（2.2～2.5

ｍ)×桁行２問(5.45ｍ)の掘立柱建物である。SB-576

の柱穴であるSP-472、SK-401を切る。

ＳＢ－５７８ＤＶ･DW-41区で、直径17cm前後の柱痕跡

を持つSP-483.484を検出した｡北側の調査区外に延び

る掘立柱建物と考えられる。

ＳＢ－５７９ＤＷ・ＤＸ－４２．４３区にあるＳP－４９８．５２６．

５６２．５６８から構成される梁間１間（2.35～2.4)×桁行

１間(4.7から4.85ｍ）の掘立柱建物である。ＳP-526.

562.568では、直径20cm前後の柱痕跡を確認した◎柱

は掘方に比べて大きい。

ＳＢ－５８０ＤＷ・ＤＸ－４２．４３区にあるＳP－５１３．５１４．

５１５．５１６から構成される梁間１間（2.3ｍ)×桁行１間

（5.3～5.5ｍ）掘立柱建物である。ＳP－５１３．５１５．５１６

では直径17～24cmの柱痕跡､SP-514では柱の抜き跡が

確認できた。

SB-581DY-43区に位置する梁間１間（2.45ｍ)×

桁行１間(3.85ｍ)の掘立柱建物で、ＳP-533.534.535.

111998年度の調査８７

536から構成される。SP-534では柱の抜き取り痕跡を

確認できたが、他では柱穴痕跡は検出できていない。

ＳＢ－５８２ＤＹ-41.42区のSP-511.547.570では、直

径20cm前後の柱痕跡が確認された。これらから構成さ

れる掘立柱建物を考える。

ＳＢ－５８３ＤＹ－４１．４２区。ＳP-550.556でも、直径２２

cm前後の柱痕跡が確認された。これらから構成される

掘立柱建物を考える。

［溝］

ＳＤ－４０５ＤＹ－４２．４３区で、ほぼ南北に延びる幅

30～50cmほどの溝である。埋土は暗黒褐色シルトに暗

黄灰色砂質土、黄褐色砂質シルトが多く混じる。弥生

土器の細片が出土。

［土塘］

SK-401DV-41区に位置する不整な短楕円形の土

塘である｡SK-408とSP-571に切られる｡埋土は黒褐色

砂質土を主とする。

SK-402DX-41区に位置する｡埋土は黒褐色砂質土

で、弥生時代中期後葉の婆・壷・高坪の破片が出土。

中世の土師器椀の口縁部と底部破片が見られるが、東

側でSK-402を切る小穴の遺物が取り上げの際に混じ

り込んだものである。

SK-403DZ-41区に位置する。SP-570を切る。SP

-587との切り合いは不明。埋土上部～中位から弥生時

代中期後葉と考えられる髪と壷の胴部破片が出土し

た。

SK-404DZ-42区に位置する。埋土は黒褐色砂質シ

ルトを主とする。埋土下半から、弥生時代中期後葉の

鉢の口縁部破片、その他胴部破片が出土。

SK-406DV-42区の谷部への移行部分で､底面が平

坦な落ち込みを検出した。Ⅳ層に類似するにぶい黄褐

色砂質土が埋土で、中世の土師器椀の胴部破片、糸切

り底の土師器皿底部破片などが出土している。

SK-407DV-42区に位置する細長い不整楕円形の

土塘である。灰黄褐色～にぶい黄褐色砂質土を埋土と

し、中世の土師器椀の高台部や口縁部破片、糸切り底

の土師器皿が出土した。

SK-408DV-41区のSK-401を掘り下げ中に確認し

た土塘である。SK-401を切る。灰黄褐色砂質土を主と

する埋土で、土塘下部から弥生時代中期後葉の蕊の口

縁部や胴部の破片が出土した。

［その他の遺構］

微高地上で検出した小穴の中で、SP-455～4５７．
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４６１．４６２．４６４．４７４．４７６～４７８．４８３．４８４．４８７．４９２．

495～497.513～516.526.528.541.545.547.549～５５１．

５５６．５５７．５６２．５６７．５６８．５７０．５７１．５９１．５９２では、

立柱あるいは杭の痕跡を確認した。また、立柱あるい

は杭の痕跡をもつSP-455.456.461.462.474．478.

484および、ＳP－４５９．４６５．４７１．４７２．４７３．４７９からは、

弥生時代中期後葉の土器片が出土している。また、SP

-464からは、弥生土器とともに、８世紀前半の須恵器

坪の口縁部片が出土。SP-460では中世の土師器椀・

皿･土鍋、SP-480では中世の糸切り底の土師器皿、SP

-487では中世の土師器椀の胴部片が、弥生土器ととも

に出土した。（三吉・田崎 ）

(2)Ｂ区の調査

調査区は共同溝設置に伴うものである。南北に約４０

ｍ、東西に約６ｍと細長く設定された。グラウンド造

成土を中心としたＩ層、近現代の水田層であるII層除

去後､旧グラウンド下約60cmで遺構面を確認している。

遺構の時期は、弥生時代から近世までにおよび、大半

の遺構は、調査区の北端と南端に集中する（図53、写

真27-①)。

出土した遺構としては、竪穴式住居跡（SC－６０５．

６０６．６７０．６８７．６８９．７１３．７２９．７３０．７３８．７４１)、掘

立柱建物(SB-740)、溝(SD-601～604.610.627.650)、

土塘（SK-647・６６３．６６６．６７５．６８４．６９０．695.697.

705.710.711．７２５．７３２．７３３．７３５)、そして柱穴お

よび小穴（SP-607～609.611～626.628～646.648.

649.651～662.664.665.667.668.671～674.676～688.

696.698～704.706～７０９．７１２．７１４～716.718～724.

726～７２８．７３１．７３４．７３６）がある。

この中で、SD-601･SD-602は、中世～近世の遺物が

出土するが、中世の段階から水田の幹線水路として機

能していた可能性が考えられる。古墳時代の遺構とし

ては、調査区の北端で古墳時代後期の東西方向の溝を

３条確認した◎溝の底面からは須恵器・土師器が出土

している。弥生時代の遺構は、調査区の北端で方形の

竪穴式住居を３棟、調査区の南側で弥生時代中期後葉

～後期初頭にかけての掘立柱建物２棟、竪穴式住居６

棟、大型土塘３基が確認できた（図54、写真27-②)。

特に調査区南側では､遺構が幾重にも切り合っていた。

集落の密集域にあたる。

［竪穴式住居跡］

SC-605DH-39区。SD-604に切られ、SP-608を切

る。ほとんどを撹乱溝で破壊されているが、方形プラ

ンの竪穴式住居跡と考えられる。埋土は、やや灰色み

をおびた茶褐色シルトで、小操・粗砂はあまり混じら

ない。出土遺物なし。床面でSP-609を検出したが､SP

-608の埋土は茶褐色シルトで､SC-605の埋土とはまっ

たく異なるので､SC-605に付設された遺構とは考えな

かった。

ＳＣ－６０６ＤＨ-38.39区でSP-623と切り合う。細長い

隅丸長方形の平面プランをもつ。床面を精査し、柱痕

跡をもつ小穴を確認したが､配置関係からSC-606の柱

穴とできるものは明確に把握できなかった。やや茶色

みをおびた黒褐色砂質シルトの埋土である。

ＳＣ－６７０ＤＨ・ＤＩ－３１．３２区に位置し、SP-656・ＳＰ

－６７３・SP-687に切られ、ＳＫ－６９５・SK-710を切る。２

本柱構造の４ｍ×３ｍを測る長方形プランの竪穴式住

居跡である（写真28-②)。西半分を中心として、埋土

中から弥生土器・石器・炭化物がまとまって出土して

おり、住居として廃絶後に投棄が行われたものと考え

られる。なお、有溝石錘が１点出土している。

ＳＣ－６８９ＤＩ･ＤＪ-31区で検出した。SP-688･SK-693

に切られ、SK-690･SC-738を切る。平面プランは方形

または長方形を持つと考えられる。柱構造は不明であ

る。埋土は暗褐色シルトを主体としながら灰白色砂質

土が混じる。親指先大の円操を含むが、砂操はほとん

ど含まない。

SC-713DI-31区に位置し、一部は調査区南側の文

京遺跡14次調査地へと続く。SK-705に切られ、SC

-689･SC-729･SC-730を切る。２本柱構造の平面プラ

ンの長方形住居跡と考えられる。埋土は暗褐色砂質土

を主体としながら、黄褐色砂質土、灰黄褐色砂質土の

小指先大のブロックが大量に混じり、床面付近で炭化

物が出土している。さらに親指先大の円操の砕片を多

く含むo

SC-729DI-31区に位置する。SC-670･SC-713に切

られ、SC-730を切る。平面プラン並びに柱構造は不明

である。砂操混じりの暗褐色砂質土の埋土で、明黄褐

色の直径１cm大の丸い塊が含まれる。

SC-730DI-31区で、SC-670・ＳＫ－６９０・SC-713・

SK-725･SC-729・SK-739に切られ、SC-738を切る竪

穴式住居跡を確認できた。しかし、平面形状ならびに

柱構造は不明である。埋土は、暗褐色砂質土で、直径

２～３cmの砂操や小指先大の円操が混じる。小指先大

の炭化物片が出土している。

ＳＣ－７３８ＤＩ・ＤＪ-31区に位置する。SC-689・ＳＫ
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①Ｂ区全景（北西から）

②Ｂ区南端の遺構群（南から）

写真2799802調査（文京遣跡18次）Ｂ区全景および南端部の遺構群

111998年度の調査〃
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①Ｂ区SK-739 ②Ｂ区SC-670

③Ｂ区SK-690 ④Ｂ区SK-705

写真2899802調査（文京遺跡18次）Ｂ区出土遺構

-690．SC-729・SC730oSP-734に切られる。調査区の

西壁沿いで確認したもので､平面形状については不明。

埋土は黒褐色砂質土で、明黄褐色砂質土及び灰白色の

レンズ状の塊が混じる。床面で立柱痕のあるSP-703を

検出できたが、住居跡に伴うか否かは不明。

SC-741DG-38区の調査区壁際で確認した方形プ

ランの竪穴式住居跡と考えられる遺構である。

［掘立柱建物］

SB-740DHoDI-31o32区に位置する３×３間の掘

立柱建物である。建物主軸は真北から西に大きくふれ

る。柱間は約1.3ｍを測る。建物角の柱穴は、直径１ｍ

前後の掘り方であるが､柱痕跡の直径は約30cmを測る。

それ以外の柱穴は、直径50cm前後の掘り方で、直径２０

cm前後の立柱痕を持ち、補助的な柱穴と想定される。

しかし、すべての柱穴に関して丁寧な土層観察を行っ

たものの、掘り方埋土を強固に突き固めたような状況

は見られず、文京遺跡３．７次調査で発見されている

大型掘立柱建物群に見られるような重厚な構造物とは

異なる。SP-689oSC670oSK-725を切る。

［溝］

ＳＤ－６０１ＤＨ－３２．３３区で検出した東西方向にのび

る1幅３ｍを測る溝である。中世～近世の遺物が出土。

SD-602DGoDH-33区で検出した。SD-601の北側

で東西方向にのび、幅１ｍを測る。中世～近世の遺物

が出土。SK-647と切り合う。

ＳＤ－６０３ＤＧ・DH-39区で小さな角喋や粗砂を含む

やや灰色みをおびた茶褐色砂質シルト質土が広がって

おり、南側の茶褐色～黒褐色砂質シルトの上部にのっ

ていることを撹乱溝の壁面で確認した。その範囲をSD

-603埋土上部として掘り下げたところ､SD-604より北

側にSD-603下部を確認した。SD-603下部からは須恵

器を含む土器小片が点々と出土。

ＳＤ－６０４ＤＧ・ＤＨ－３８ｏ３９区で検出した東西に延び

る溝である。SC-605を切る。埋土はやや灰色みをおび

た茶褐色シルトで、小操｡粗砂を含むが、SD-603ほど

は多くない。底面付近から須恵器。土師器小片が点々



と出土した。

SD-610DH-39区のSD-604の下底面で確認した。

幅35～45cmを測る。

ＳＤ－６２７ＤＨ－３６．３７区に位置する近世の溝。

SD-650DH-32区で、SD-601の南側の肩部で部分

的に確認できた。DG-32区では、SD-601の断面でも確

認できないので､SD-601に切られた東西方向の溝と考

える。SK-622を切る。

［土塘］

SK-647DH-33区でSD-602と切り合う不整な楕円

形の土塘である。

SK-663DH-32区で検出した浅い舟底状の土塘で

ある｡ＳP-664.665に切られる｡埋土は黒褐色砂質土で、

下部にはにぶい黄褐色砂質土が少量混じる。炭化物片

が比較的多く出土した。

SK-666DH-31区に位置し、埋土は黒褐色砂質土

で、直径２～５cmの花南岩円操や、小指の先大のにぶ

い黄褐色砂質土の塊が点々と混じる。

SK-675DI-32区に位置する。SP-671と切り合う。

埋土は、黒褐色砂質土で、拳大の花闇岩の円喋が多く

混じる。炭化物の小片が少量出土した。

ＳＫ－６８４ＤＨ･DI-31区で､SP-683と切り合う。埋土

は黒褐色砂質土で、直径４～５cm大の花闇岩の円操が

点々と混じる。

SK-690DI-31区に位置する長方形土塘である。長

辺３ｍ、短辺３ｍを測る。SC-687･SK-689･SK-693・

SK-705･SC-713に切られ、SC-730･SC-738･ＳＫ－７３５

を切る（写真28-③)。埋土上部は暗褐色砂質シルトを

主体として、焼土や炭の塊が混じる。下部は暗褐色砂

質土で、明黄褐色・灰白色砂質土の小指先大～拳大の

塊が大量に混じる。また、砂篠を多く含む。

SK-695DH-32区に位置し、SC-670・SP-695に切

られる。長辺2.2ｍ、幅80cmを測る歪な長方形の平面形

をもつ。黒褐色砂質土の埋土で、にぶい黄褐色砂質土

の不整形の大きな塊が多く混じる。

SK-697DI-31.32区に位置する。SP-708･SK-739

を切る。埋土は黒褐色砂質シルトで、土層観察では立

柱痕は見られないが、柱穴の可能性を残す。

SK-705DI-31区で検出した一辺1.5ｍを測る方形

または長方形土塘である（写真28-④)。SP-690・SP

-713･SP-728を切り、SP-681に切られる。埋土は、灰

褐色砂質土を主体としながら、黄褐色や明黄褐色、灰

黄褐色の砂質土の小指の先大の塊が大量に混じる。小

111998年度の調査９３

指の先大の不定形の炭化物片が出土。

ＳＫ－７１０ＤＨ・DI-32区に位置する。SC-670に切ら

れ、SP-673と切り合う。黒褐色砂質シルトの埋土で、

明黄褐色の直径２～３ｍの丸い小塊が少量混じる。ま

た、花淘岩が崩れ小指の先大の破片となったものが多

く含まれる。

SX-711DH-31区のⅢ層上層で、弥生土器･石器・

炭化物がまとまって約１ｍ四方に広がる状況が観察で

きた。その段階では遺構を確認できなかったが、Ⅲ層

を掘り下げ1V層上面で､長辺１ｍ、幅0.5ｍの隅丸長方

形の土塘を検出した｡Ⅲ層部分で出土した弥生土器・

石器・炭化物は、この土塘に伴うものと考えられる。

SP-714に切られる。

ＳＫ－７２５ＤＨ・ＤＩ－３１．３２区で確認した長辺2.5ｍ、

短辺1.7ｍの長方形土塘である。SC-729・SC730を切

り、SC-670に切られる。SK-732とも切り合うが､先後

関係は不明。埋土の上半部は黒褐色砂質シルト◎下半

部には親指先～拳大のにぶい黄褐色砂質土の小塊が多

く混じるo

SK-732DI-31区で検出した｡SK-725に切られると

思われるが、判然としない。埋土は黒褐色砂質土で、

炭化物片が点々と混じる。

ＳＫ－７３３ＤＩ-31.32区のSC-730の床面で確認した。

SC-729.730、SK-739に切られる。埋土は黒褐色砂質

土で、砂‘性強い。掘り方が判然とせず、浅い土塘であ

り、上層のSC-730の造成土部の可能’性も残す。

SK-735DI-31区に位置する｡SK-690に切られる。

平面形は不明◎埋土は暗褐色砂質土と黄褐色の不定形

の塊が混ざり合う。直径１～３ｍの砂操や小石が含ま

れる。

SK-739DI-31.32区に位置する。ＳP-674.696.708、

SK-697に切られる。検出状況から、一辺３ｍ前後の胴

張りの土塘と考える（写真28-①)。埋土は、灰褐色砂

質土を主体としながら、黄褐色や明黄褐色の砂質土の

小指先大の塊が大量に混じる。小指先大の不定形の炭

化物片が出土している。（三吉）

３調査のまとめ

今次調査の成果を調査区ごとにまとめたい。

まず、Ａ区の調査では、文京遺跡における土地開発、

並びに弥生時代における集落配置の観点で注目すべき

成果をえることができた。

文京遺跡では、これまで古代以降における遺跡の存
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在は想定されていたものの、その実態は殆どつかめて

いなかった。しかし、今回の調査結果から、文京遺跡

が縄文時代～古墳時代だけではなく、鎌倉時代までの

長期間営まれ続けた遺跡であることが明らかとなっ

た。、

土地開発の実体をみると、１１．１２世紀までは、東西

に延びる幅60～80ｍの谷状の窪地に水田を設け、谷状

の窪地の落ち際に沿って幹線水路や溜め池を造り効率

的な水配りを行っている。そして、枝水路を設けて細

かな用水管理を行っている。さらに、水田自身も畔で

小さく区画されている。これは、１筆の水田内の土壌

をある程度一定にし、水がかりを良くするためのもの

であると同時に、人手をかけずに水田域を広げること

ができることなどの理由によるものと考えられる。し

かし、１３世紀段階では、今回の調査区内には幹線水路

はみられず、当時の幹線水路と考えられるものは、今

回の調査地点から南へ35ｍほど離れた15次調査７トレ

ンチで確認された幅５ｍの溝である。このことは、１２

世紀以前の水田と比べて、幅40ｍほどの土地が水田化

されたことになり、１２世紀から13世紀の段階に、谷状

の窪地をこえて、微高地上の水田開発が行われたこと

を想定させるものであり、文京遺跡周辺における土地

開発の歴史の一端を知りうる好資料と言える。

弥生時代に関しては、東西に延びる谷状の窪地を検

出したことにより、中期後葉～後期初頭の集落の北限

を確定することができた。また、高床倉庫の可能性が

高い掘立柱建物群が計画的に集中して営まれており、

大集落全体の中で当調査区周辺が貯蔵庫域の機能を

担っていたことを想定することが可能となった。

Ｂ区においては、中世～近世にかけての水路を２条

確認できたことにより、Ａ区における成果とあわせて、

グラウンド周辺では、古代から近世に至るまで連綿と

水田が営まれていたことが想定できるようになった。

また､弥生時代に関しては､少なくともＢ区の南端部

までは、住居跡群の密集した状況が続いていることを

確認できた。調査区の南端部以北では、弥生時代の遺

構が稀薄であった。しかし、調査区の北端で弥生時代

の方形竪穴式住居を２棟確認できている。さらに調査

区全体にわたって基本層序のⅢ層が見られないこと、

さらに周辺の地形の中で、当調査区が高所に位置する

ことを考慮するならば、中世～近世以降の開発によっ

て遺構の大半が削平されたとも考えられる。以上のこ

とから、弥生時代中期後葉から後期初頭における住居

跡群の密集状況は、さらに北側に広がっていたものと

考えられ、文京遺跡における集落配置のあり方をより

詳細に把握することができた。（三吉）

99803工学部本館等事務室改修機械設備工事に伴う調査

調査地点 松山市文京町３番

城北団地

０．７㎡

1998年12月14日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

平成10年12月１日付

施設課長発事務連絡

設時の余掘り範囲を確認する意図も含んで、工事に伴

い立会調査を実施することとした。

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書
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１
１
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ｌ
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１調査にいたる経緯

工学部本館事務室改修機械設備工事に伴って、集水

析の新設が計画された。計画位置は本館建物際で、こ

の本館建設時に既に余掘りが及んでいる可能性が極め

て高いが、そうでないとするなら、既存の配管箇所の

下に、遺跡の残存することも十分予想された。本館建

図5599803調査地点位置図および土層柱状図

（縮尺1/400,1/40）



２調査の記録

現地表下約40cmで、既設の汚水管(径20cm)が現れ、

更に地表下約90cmまで掘り下げたが、すべて表土層で

あった。しかも表土層内での切り合い関係は認められ

ず、本調査区は既設汚水管の埋設に伴う掘り方内と判

断できた。本館建設時の余掘り範囲を確認することは

111998年度の調査〃

できなかったが、既設汚水管の掘り方によって、現本

館壁から1.5ｍの範囲は､現地表下90cmまで撹乱が及ん

でいることが明らかとなった。

３調査後の対応

以後の‘慎重工事を依頼して調査を終えた。（吉田）

99804遺伝子実験施設新営その他工事に伴う試掘調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調 査 担当

調査補助

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地

２１．８ｍ2

1999年１月２８．２９日

試掘調査

吉田広

宮崎直栄

平成11年１月21日付

施設課長発事務連絡

１調査にいたる経緯

愛媛大学遺伝子実験施設の新営が計画され、これに

伴う諸配管部分も含め、計画位置及び掘削深度が提示

された。しかし、本体部分に既に汚水処理施設・排水

処理施設があり、これらによってどの程度撹乱が及ん

でいるかどうか自体不明な部分が多い。また、配管部

分に関しても、樽味団地内北側は比較的豊富な調査所

見によって､埋蔵文化財への対応を判断できるものの、

南半部は既往の調査自体が少なく、計画深度での埋蔵

文化財への影響を図りかねる状況であった。したがっ

て、これらの判断材料を得ることを目的として、試掘

調査を実施することとした。

２調査の記録

計画建物本体に関しての、既設建物による撹乱・遺

跡の存在を探るトレンチを３ヶ所、新設の排水管敷設

に関わるトレンチを５ヶ所、そして南北方向の新設電

気・上水管に関わるトレンチを１ヶ所、計９ヶ所にト

レンチを設定した（図56)。

(1)１トレンチ（図57-②、写真29-①）

排水管西端の集水析部分は既に調査（調査番号：

99507)しているため、そこから約35ｍの地点にトレン

チを設定した。表土層に続いて、地表下70cmまで11層

が続く。当初、ＩI層下でⅢ層ないし1V層が検出できる

ものと想定していたが、以下では約50cmにおよぶ流路

内堆積が認められた｡上に砂質土のa層とb層、下に粘

質土のc層があり、ｃ層には微細な土器片を含む。この

下は固くしまった砂操層のＶ層である。本来の111.1Ｖ

層のあるべき層序に流路内堆積が代わるわけである。

(2)２トレンチ（図57-③、写真29-②）

１トレンチが当初の予想に反した結果となったた

め、予定になかった２トレンチを設定した。位置は１

トレンチの東約15ｍ、既設の排水管がないとされた地

点である。結果、ここでもやはりII層の下は流路内堆

積であった。地表下約75cmからａ｡b層に続いてc層が厚

く堆積し、地表下135cm以下のc層の掘削は中止した。

なお、地表下約80cmで東西方向に管路が埋設されてい

る。

(3)３トレンチ（図57-④、写真29-③）

２トレンチから約30ｍ東に位置する。既設排水管は

道路中央部にあり、新規計画位置の南側は、既設排水

管埋設時の撹乱は及んでいないことがまず確認でき

た。下層の状況はやはりここでも流路内堆積である。

地表下約55cm以下にa。b層に続いて、地表下約90～130

cmの厚さでc層が堆積し､その下に更に粘性の強い黒褐

色のd層が堆積する｡ｄ層は一見Ⅲ層に見えるが、層序

が異なり、おそらくＶ層の直上ないしは流路内堆積の

一部と見られ、本来のIⅡ層の流路内の一部への再堆積

層と見ることができる。流路内の溜まりのような堆積

である。なおこのトレンチのc層より、１０世紀代と推定

される高台付きの土師器椀（図58）が出土している。

(4)４トレンチ（図57-⑤、写真29-④）

東西道路と南北道路の交差点から10ｍ程西の、舗装

道路南脇に４トレンチを設定した。ここでは地表下約

70cmで厚さ15cmほどのc層を､その下にはⅣ層を検出す

ることができた｡c層を土壌化しきっていないⅢ層と捉



えることも可能であるが、ここでは流路内堆積の最外

縁部の堆積と見られる。

(5)５トレンチ（図57-⑨、写真29-⑤）

５トレンチは、本体部分の南部の状況の確認と、汚

水処理施設建設時の撹乱の範囲を特定するために設定

した。まず、その余掘り撹乱幅は、建物壁から140cmの

範囲を確定できた。残存部の状況は、地表下25cm～６５

cmの間に11層があり、その直下でＶ層を検出した。た

だしその検出位置は、このトレンチの南東隅部で、北

西よりは流路内堆積となりj、ｆ･g層が堆積し、一部d層

の溜まりも認められる。つまり、このトレンチ部で東

北東一西南西方向の流路の肩部を検出したことにな

る。

(6)６トレンチ（図57-⑩、写真29-⑥）

６トレンチも、既設の排水処理施設による撹乱の範

囲と、計画建物本体北東部分の土層を確認するために

設定した。現地表下約55cmでⅣ層を検出した。ただこ

の地点のⅣ層は、砂質が強く粘'性が低いため、確認の

ため断ち割ったところ、厚さ約20cmで、Ｖ層が現れた。

また、撹乱については、排水処理施設の北側に付属す

る鉄骨機械の土間基礎は､せいぜい地表下40cmまでで、

遺物包含層にまでは及んでいない｡施設本体の撹乱は、

建物から160cmまでと見られるが､やや幅が当初想定よ

り多くあり､建物脇の管路敷設の可能性も考えられる。

なお、II-④層より磨石（図59）が出土している。

(7)７トレンチ（図57-⑥、写真30-①）

東西排水管の東端の状況を確認するため、排水処理

施設北東コーナーの北辺りの道路に設定した。地表下

50cmでII層、７５cInでⅣ層となり1V層直上には、１１層が

埋める南北方向の溝を検出した。なお、この溝の東西

でやや1V居の状況が異なる。

(8)８トレンチ（図57-⑦、写真30-②）

新営建物本体の南西部分の状況確認のため設置した

トレンチである。表土層は厚さ40cm程で、その下に１０

cm程のII層が認められた以下は､流路内の堆積である。

しかもａ｡b層は見られず、やや粘'性の高いc層が約75ｃｍ

堆積し、その下層に砂質の強いe層が続く。地表下160

cmまで掘削したが、ｅ層の堆積が続く。

(9)９トレンチ（図57-⑧、写真30-③）

南北道路下に埋設予定の管路部分の状況把握のた

め、道路交差点から北に約30ｍの道路脇に設定した。

現地表が道路からやや高いため、道路面を基準に記述

しよう。道路面から35cmまでが表土､７０cmまでが11層。

□

9６

図5699804調査１～９トレンチ位置図（縮尺1/800）
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⑥７トレンチ

⑤４トレンチ

①99507調査地点②，トレンチ
41.00ｍ
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11-①：褐色（10YR4/4）シルトと褐色（10YR4/6）シルトが混ざり

合う。

11-②：灰黄褐色（10YR4/2）砂質シルト。にぶい黄褐色（10YR4／

３）粘質シルトとにぶい黄褐色（10YR5/3）シルトの１～３

ｃｍ大のぼやけたブロックを多く含む。２～５ｍ大の砂粒を

多く含む。２cm大の角ばった篠をごく少量含む。

11-③：にぶい黄褐色(10YR4/2)砂質シルト。0.5～１cm大の角ばっ

た炭化物を少量含む。

II-④：灰黄褐色（10YR4/3)砂質シルト。褐色（10YR4/4)砂質シ

ルトが１～２cmのぼやけたブロックとして多く含まれる。

３～５ｍ大の砂粒をやや多く含む。

II-⑤：褐色(l0YR4/4)砂質シルト。３～５ｍ大の砂粒を多く含む。

床士。畦畔の可能性有。

Ⅲ：黒褐色（10YR3/2）粘質土層。須恵器の細片出土。

Ⅳ：にぶい黄褐色（10YR5/4）シルト。

Ｖ：褐色（10YR4/6）砂喋層。２～６cm大の藤を多く含む。

汚

盃．~dは流路内の堆積層
理ａ：にぶい黄褐色（10YR5/3）砂質土。灰色みを帯びる。
施ｂ：にぶい黄褐色(10YR5/4)砂質土。0.5～１cm大の角のとれた小
ニル

同又 石を少量含む。土器片出土。

ｃ－①：灰黄褐色(10YR4/2)粘質土。かなり粘性が強い。２～３ｃｍ

大の角のとれた操をごく少量含む。

ｃ－②：暗褐色(10YR3/3)砂質土。粘性が強いが、ｃ－①層に比べて

シルトを含んだような手触り。

ｃ－③：黄褐色（10YR4/3）粘質シルト。やや褐色みが強い。

ｃ－④：ｃ－②層よりやや灰色みを帯びる｡土器片を含む｡遺構の掘り

⑦８トレンチ ⑧９トレンチ

42.00ｍ－

トレンチ土層断面図

、

1-③

111998年度の調査９７

②

③

込みと思われる黒味を帯びた広がりが見られる。Ｖ層の上

にのる。

ｄ：黒褐色（10YR2/2）粘質土。Ⅲ層と同じ土質であるが、Ｖ層の

上にのる流路内の溜まり。

ｅ：褐色（10YR4/4）砂質シルト。茶色みが強いが、わずかに灰色

みを帯びる。１cm大の角のとれた小石を少量含む。

ｆ：灰黄褐色（10YR4/2）砂質シルト。II-④層に比べ、111°Ⅳ層の

５cm大のブロックが多く含まれる。２mm大の砂粒も多く含む。

流路落ち方の溜まり。

ｇ：褐灰色(10YR5/1)砂質土。均質な0.1ｍ前後の砂粒に、わずか

に暗褐色（10YR3/3）シルトがラミナ状に混じる。流路落ち方

の溜まり。

チ土層断面図（縮尺1/40）

40.00
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①１トレンチ（東から） ②２トレンチ（東から）

③３トレンチ（東から） ④４トレンチ（東から）

⑤５トレンチ（北東から）⑥６トレンチ（東から）

写真2999804調査１～６トレンチ

溌蕊
害や：

窓
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OＣ

①７トレンチ（北から） ②８トレンチ（北東から）

ノ

③９トレンチ（南東から）

写真3099804調査７～９トレンチ

モニ｣三３千

図5899804調査出土遺物実測図１

（縮尺1/4）
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1００

その下でⅣ層を検出した。と同時に、柱穴を２基検出

し、遺構の残存を確認できた。

３調査のまとめ

以上の試掘結果に基づいて以下のように判断する。

東西道路部分は、まず既設管路によって遺跡が大き

く破壊されている状況にはない。しかも、計画深度が

260ｃｍと深く、工事が遺跡に確実に及ぶこととなり、事

前に全面調査が必要と判断できる。ただし、遺跡の性

格としては、流路内の堆積である部分が多く、またⅣ

層が残存する箇所についても、明確な包含層は認めら

れない。ちょうど東西道路部分が、南に傾斜する流路

斜面にほぼあたるのものと予測できよう。

実験施設本体部分に関しては、汚水処理施設本体の

掘削深度が３ｍ以上とかなり深いことが判明してお

り、試掘調査で確認した余掘り幅を含めて、発掘調査

対象範囲から除外することが可能である。排水処理施

設については、明確な本体に伴うと断定できる余掘り

は確認できておらず、また、５トレンチで流路を確認

しており、既設建物の下に、撹乱の及ばない遺跡の残

存が予想される。したがって、排水処理施設自身の撤

去完了後、発掘調査を行うことが適当であると判断す

る。なお、東西道路部分も含めて、遺跡の状況として

は、先の附属農業高等学校校舎新営に伴う調査（樽味

４次調査）で検出されたような自然流路跡が大半を占

めると予測される。

南北道路の管路部分については､一部既往の調査(調

査番号：99604)で、深さ70cm程度までならば、遺跡の

影響が及ばないとも考えられたが、４トレンチ、９ト

レンチの状況から、計画深度でもⅣ層上面に残存する

遺構に影響が及ぶ可能性が高い。あるいは包含層であ

るⅢ層が残存することも考えられる。南端部分でこの

ような状況であり、既往の調査（調査番号：98704,

99101など)から遺跡の深度が浅くなる北側部分につい

ても、当然遺跡に影響が及ぶこととなる。したがって、

南北道路部分についても、事前の全面調査が必要と判

断できる。

この他、農学部中庭、拓翠寮敷地内に関しても、計

画深度による遺跡への影響が予想され、それぞれ事前

の 全 面 調 査 が 必 要 と 判 断 す る 。 （ 吉田）

99805教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

城北団地

3.0㎡

1999年３月11日

立会調査

田崎博之・吉田広

宮崎直栄

平成１１年３月１１日付

教育学部事務長発事務連絡

１調査にいたる経緯

教育学部２号館南側道路において、水が噴出し、埋

設している消火用水管路の損傷が明らかとなり、早急

なる改修を要すると判断された。この工事に際して、

埋蔵文化財については、既設用水管の埋設あるいは共

同溝の設置に伴って撹乱が及ぶ可能性が高いが、周辺

の状況が充分確認されておらず、その撹乱の範囲を特

定するために、工事に際して立会調査を実施すること

とした。

２調査の記録

まず漏水箇所周縁を広く掘削して、損傷した消火用

水管並びに共同溝の位置を確認した。そしてこの範囲

Ｌ－－』
１ｍ

００ｍ 教育学部本部

急薫蕊≧亡豆雷-１

０５ｍ
ｰ一一

図6099805調査地点および土層柱状図

（縮尺1/200,1/40）



においては、掘削深度内では、いずれも撹乱の及んで

いることを確認できた(図60)。ただし、その撹乱が教

育学部２号館建設時の余掘りによるのか、この破損用

水管埋設時のものなのかは判断できなかった。

111998年度の調査〃Ｉ

３調査後の対応

以上の確認ができ、用水管の破損箇所も特定でき、

これ以上掘削を進めないことになったので、以後の'慎

重工事を指示して、調査を終えた。（吉田）

99806理学部本館南消火栓管路改修工事に伴う調査

調査 地点

調査 面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町２番５号

城北団地

１㎡

1999年３月16日

立会調査

田崎博之

平成11年３月16日付

理学部事務長発事務連絡文書

理学部本館と講義棟の道路で、消火栓用管路が漏水

していることが理学部会計係から連絡され、緊急に立

会調査を実施した。Ｇ,Ｌ､-0.4ｍで管路を掘り出し、

漏水部分を確認できた｡補修のためＧ､Ｌ,-47cmまで掘

り下げたが､調査地点ではすべて造成土層であった(図

61)。以上の確認を行った上で､以後の慎重工事を依頼

して調査を終了した。 （田崎）

図６１

30.00ｍ

Ｏ １ｍ
Ｅ－－－

９９８０６調査土層柱状図（縮尺I/40）

99807遺伝子実験施設新営その他工事に伴う調査

（樽味遺跡５次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地

979㎡

1999年３月16日～７月21日

本格調査

吉田広

宮崎直栄

平成10年12月25日付

遺伝子実験施設長発事務連絡

１調査にいたる経緯

平成10年度補正予算に伴って、愛媛大学では樽味団

地に遺伝子実験施設の新営を計画した。新営位置が従

来調査の及んでいない地点であり、また伴う管路の新

設も多いため、先に試掘調査（調査番号：99904）を行

い、調査対象範囲の限定を行ったが、それでも調査範

囲は広域に及ぶこととなり、とりわけ管路部分の総延

長は500ｍを越える。

２調査の概要

調査区は、遺伝子実験施設本体部分と、これに伴う

新設管路部分からなり、今回の調査はとりわけその管

路部分が長い。したがって、工程上からも各地区ごと

に作業を終えていく必要があった｡そこで､以下Ｉ～Ⅵ

区の調査区を設定し､調査を進めることとした(図62)。

Ｉ区：遺伝子実験施設新営地点から西へ延びる下水

管新設部分

ＩI区：遺伝子実験施設から北へ延びる電気管路部分

と上水道管路部分で、前者は西、後者は東に

平行しており、前者をIIW区､後者をIIE区と

した。

Ⅲ区：遺伝子実験施設本体部分の内、汚水処理施設

とＲＩ実験施設の間。

１V区：遺伝子実験施設本体部分の内、汚水処理施設

東の排水処理施設部分である。

Ｖ区：電気管路部分の中で農学部校舎中庭部分

Ⅵ区：拓翠寮に新設される下水管部分
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零議蕊議

の他は、基本的に安定した地山層をほぼ表土直下で検

出している（写真31-④)。

(2)Ⅱ区の調査

新営される遺伝子実験施設への電気。上水の管路敷

設に伴う発掘区で、樽味団地の南北道路に位置する。

そのうち、西側電気管路に伴う調査区をIIW区、東側

上水管路に伴う調査区をIIE区とした。ＩＩＷ区は幅1.5

ｍで、Ｉ区との合流点から北に農学部本館北東角まで

の約141ｍに及び､IIE区は1幅0.7ｍで､IIW区よりさら

に北にのび、連合農学研究科棟西側でクランク状に曲

がり、総長は約182ｍにも及ぶ。なお、両区ともハンド

ホールや既存管路で寸断され、そこで適宜小分割し、

ともに南から、IIWa区～IIWg区､IIEa区～IIEk区と

した。

ＩＩＷ区｡IIE区とも、南部60ｍほどは耕作土や既設管

①ⅡEe-f区中世遺構

（北から）

②ⅡＷｅ区中世遺構（北から） ③ⅡＷｆ区中世遺構（北から）

④ⅡEg区SK-38土層断面（西から）⑤ⅡＷｆ区SP-452o454遣物出土状況
（南から）

写真3299807調査（樽味遺跡５次）Ⅱ区

路によって撹乱を受け、わずかに遺構の一端が残るに

過ぎない。対してそれ以北は、農高温室あたりから農

学部研究実験棟(樽味遺跡２次調査地点)、テニスコー

ト．中庭南半あたりまでは、良好な包含層を認めるこ

とができた。とりわけ、農学部研究実験棟東側では、

上層の中世の遣物包含層だけでなく、下層により色調

の濃い、加えて粘性も高い古墳。弥生時代の黒色粘質

土も存在する。また、遺構も、狭い発掘区内に中世の

土壌。溝・柱穴などが集中し、樽味遺跡２次調査地点

の状況がさらに東にも及んでいることが明らかである

（写真32-①～③、⑤)。ただし、このような状況も、

中庭北半以北は撹乱が顕著であるのと、地山自体が高

くなり、そのためかつては形成されていたはずの包含

層が削られており、遺構の残りは良くない。それでも、

IIE区のテニスコート北西コーナー付近で、撹乱され

銭鐸遷

蔭
潔
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111998年度の調査〃５

①Ⅲ区（調査途中、北から） ②Ⅲ区南半部（調査途中、北西から）

③Ⅲ区中央部（調査最終段階、南西から） ④Ⅲ区南端（調査最終段階、北西から）

⑤Ⅳ区 遺 構 検 出 状 況 （ 北 から）⑥Ⅳ区完掘状況（北から）

写真3399807調査（樽味遺跡５次）Ⅲ。Ⅳ区
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た発掘区の壁に、フラスコ状土壌(SK-24)の断面を確

認し、形状から弥生時代の貯蔵穴と推測される（写真

32-④)。北の連合農学研究科棟（樽味遺跡１次調査）

で確認された前期の遺構との関連が示唆されよう。

(3)Ⅲ区の調査

遺伝子実験施設新営地点の内、汚水処理施設西側、

RI実験施設との間の東西５ｍ強･南北約30ｍほどの発

掘区である（図64)。

北端は表土下すぐに地山が検出され、一部範囲には

Ｉ区東寄りで確認されたSR-2の黒褐色シルト質土の

堆積が認められた。一方、この調査区南半はさらに深

い流路を形成し、砂操を交えた堆積となり、これがＩ

区で蛇行しながらも検出された流路SR-1の本流にあ

たる。ただし、ＳＲ－１の南岸は、このⅢ区内では検出で

きていない（写真33-①、②)。

狭く細長い発掘区であり、流路内堆積のための湧水

と、東側に深く掘削された汚水処理施設があるため、

人力による掘削は危険が生じてきたため、流路内堆積

の掘削は途中で停止し、最後に重機による掘削によっ

て土層の確認を行った（写真33-③、④)。

(4)Ⅳ区の調査

遺伝子実験施設新営地点の内、汚水処理施設東側、

排水処理施設を解体した後に設定された調査区である

（図64)。東西約13ｍ･南北18ｍを測る。やはりⅢ区で

検出されたSR－１．２の北岸がここでも検出できた(写

真33-⑤)。ともに北西一南東方向に傾き、しかもSR-1

北岸は､Ⅲ区での検出地点よりかなり南によっており、

蛇行する流路の様子がよく分かる（写真33-⑥)。なお

このSR-1の南岸の一部は､99804調査５トレンチにお

いて検出されたものが該当しよう。

(5)Ｖ区の調査

電気管路に関して、農学部校舎東側中庭に設定され

た発掘区である。植裁と既存管路の多い中庭のため、

直線的に発掘区を設定することができず、かなり曲折

した発掘区となった。それでも、幅0.7ｍ･総長56ｍに

及ぶ。また、既存管路などで分断された毎に、Ｖａ区

～Ｖｆ区に小分割している。

Ｖ区の西より、クランク状の付近では、中世の柱穴

が若干認められる他に、黒色～黒褐色の粘質土を埋土

とする、弥生時代と推定される住居跡の一部(SC-16.

17.18.20)や､溝(SD-15)を検出している(写真34-①)。

一方、Ｖ区中央付近では、既に弥生時代の黒色～黒褐

色粘質土は認められず、いずれも中世の遺構となる。

樽味遺跡２次調査で検出された南北方向の溝ＳＤ－１に

連なる、溝(SD-19)などが認められた。なお東寄りで

は、わずかに柱穴などを確認するにとどまる（写真

34-②)。

(6)Ⅵ区の調査

先のＩ区同様、拓翠寮に関しても公共下水道への下

水道切り替えが必要となり、拓翠寮の北側から東側に

かけて、南端は99708調査地点に達する、幅0.7ｍ・総

長約28ｍの発掘区である。

現地表下40～50cmでⅡ層直下のⅣ層に達し、遺物包

含層は認められない（写真34-③)。またその1V層も、

およそ20cmほどの厚さで、以下はＶ層となる。唯一、

拓翠寮北側部分で、浅い流路内堆積(SR-21)を認めた

（写真34-④)。

３調査のまとめ

今回の調査は、樽味団地に対して大きくトレンチを

いれる格好となった。したがって、面的に集落の様相

を明らかにすることはできなかったが、代わりに旧地

形や遺跡の広がりを把握することができた。

まず、これまでほとんど調査の及んでいなかった樽

味団地南半部について、Ｉ区とした道路をほぼ北岸に、

若干蛇行しながら流れる中世の流路の存在を明らかに

できた。同様の流路は、Ⅵ区とした拓翠寮北側でも見

つかっており、樽味団地西側での松山市調査による樽

味四反地遺跡１次調査検出の流路とも併せ考えれば、

現在の実験農場一帯が、東西方向の幅広の流路帯とで

も言える様相を呈していた可能性が高い。またさらに

は、東側の附属農業高等学校校舎新営地点（樽味遺跡

４次調査）で確認された南北方向流路との関係も留意

する必要がある。

一方、１１．Ｖ区の調査では、中世と弥生～古墳時代

の遺跡の広がりをおよそ確認できた。それによると、

農高温室以南は、耕作土等によって撹乱が著しく、包

含層・遺構とも残存状況は良好でない。対して、それ

以北、中庭・テニスコート付近までは中世の遺構が良

好に残存しており、樽味遺跡２次調査で確認された中

世集落がさらに広がることを予測できる。なお弥生

～古墳時代の包含層も、この付近で一部確認されてお

り、遺構も中庭西寄りで住居跡と溝、テニスコート北

西付近で貯蔵穴を確認している。樽味遺跡１次調査で

の成果とともに、樽味遺跡における弥生前期集落の展

開を考える上で、貴重な資料を追加できた。（吉田）
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②Ｖｆ区完掘状況（西から）
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③ Ⅵ b区完掘状況（北から）④Ⅵａ区SR-21（西から）

写真3499807調査（樽味遣跡５次）Ｖ。Ⅵ区

99808医学部附属病院病棟建設に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調 査担当

依頼文書

温泉郡重信町大字志津川

重信団地

2.5ｍ2

1998年３月31日～４月１日

試掘調査

田崎博之。三吉秀充

平成11年３月１５日付

医学部長発事務連絡

１調査にいたる経緯

医学部附属病院病棟の建設計画が３月上旬に埋蔵文

化財雲調査室に提示された｡当該地点の南側には99210調

査地点があるが、調査範囲が狭いため埋蔵文化財の有

無は判断できていない状況であり、その有無を試掘調

査によって確認することが必要と考えられた。ところ

が、埋蔵文化財調査室は、総合情報処理センター建設

に伴う文京遺跡18次調査、農学部遺伝子実験施設新営

に伴う樽味遺跡５次調査の発掘調査中であり、いずれ

かを中断して試掘調査を行わなければならず、場合に

よっては調査工程に支障となることも考えられた。そ

こで、施設部と調査方法や日程などの調整を行い、よ

うやく試掘調査を実施することとなった。

２調査の記録
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調査では植栽を避けて調査地点の西半部に１トレン

チを設定した。しかし、Ｇ､Ｌ､-1.9ｍで撒水管の埋設が

確認され、それ以上掘り下げることができず、やむな

く東側に１０ｍほど離れて２トレンチを設定して調査を

継続した。

２トレンチでは、Ｇ､Ｌ-2.6ｍまで客土された真砂

土、造成で撹乱された円篠層が続く。これら客土・造

成部分を①層とした。Ｇ,Ｌ､-2.6～4.45ｍまでは､暗灰

色砂質土・粗砂・小操を多く含む人頭大～拳大の円操

層である。とくにＧ,Ｌ,－３ｍ以下はかなり湿った状態

であった。また、Ｇ､Ｌ-4.45～4.9ｍには、砂喋をほと

んど含まない黄褐色シルト層があらわれ、以下は粗

砂・細砂・小操の薄いレンズ状ブロックを縞状の互層

状態で挟む人頭大～拳大の円篠層がつづく。これらを

②層として一括し､上位の円操層を②－１層、中位の黄

褐色シルト層を②－２層、下位の円篠層を②－３層とし

た。②層は、重信団地が位置する重信川が造る扇状地

を構成する喋層と考えられる。また、１．２トレンチ

ともに、遺物は出土していない。

隣接する99210調査地点では、①層に対応する真砂

土・造成層の下層では近代の水田層が確認されている

が、今回の調査地点では、そうした水田層さえ確認で



きず、真砂土。造成層の直下は②層の円操層である。

遺物も出土していないことからも､病棟建設予定地は、

埋蔵文化財があっても、医学部敷地の造成によってす

でに破壊されているものと判断した。

３調査にかかわる問題点

埋蔵文化財調査室では、1998年12月中旬から総合情

報処理センター建設に伴う文京遺跡18次調査、1999年

３月中旬から農学部遺伝子実験施設新営に伴う樽味遺

跡５次調査の発掘調査中である。そのため、立会。試

掘調査は、緊急の場合を除いて３月～６月は実施でき

ない状況で、両調査が終了する1999年７月以降に実施

する計画であった。

トレンチ ２トレンチ

①－１

①－１

①－２ ①－２ 1２２．００ｍ

②－１
1２０ ､００ｍ

②－２

②－３

1１８．００ｍ

図6699808調査土居柱状図（縮尺1/40）

111998年度の調査ＺＯ９

ところが、今回の附属病院病棟の建設予定地は昨年

中に決定されていたにもかかわらず、建設計画が埋蔵

文化財調査室に提示されたのは３月上旬であった。そ

のため、試掘調査は限られた方法や日程で行わねばな

① 調 査 地 点 遠 景

②２トレンチ土層断面

写真3599808調査地点遠景。土居断面
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らず、また調査を行った田崎・三吉が担当している総

合情報処理センター建設に伴う文京遺跡18次調査の発

掘工程の調整も必要となってしまった。

これまで施設建設にあたっては、建設計画がたてら

れ建設予定地が決定される前後に、施設部から埋蔵文

化財調査室へ計画が提示され、試掘調査などを実施す

る必要があるかを判断してきた。今回、そうした連絡

調整が一切なかった点は解決されるべき問題点であ

る。 （田崎）

99809学生会館ガス管改修工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

松山市文京町3番

城北団地

１㎡

1998年６月３日

立会調査

吉田広

１調査にいたる経緯

学生会館南側のガス管にガス漏れが生じたため急遼

改修を行うこととなり、掘削が行われていた。ところ

が、この工事に関する通知は埋蔵文化財調査室に届い

ておらず、たまたま現地を吉田が1998年６月３日に確

認し、急渥現状の確認を行った。

２調査の記録

吉田が確認した時点で、掘削深度は現地表下40cmか

ら最大で90cmに及んでいた。ただしいずれも瓦操を

伴ったＩ層で、学生会館建設に伴う余掘り内と判断で

きた。掘削排土中からの遺物出土もなかった。

３調査後の対応

これ以下の掘削は行わないとのことであり、以後の

'慎重工事を現場で依頼した。 （吉田）
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